
新型コロナウイルス感染防止のための学校生活 

～自分、そして他人を感染から守るための約束事～ 

◎ 「これからの学校生活」は「今までの学校生活」とは大きく変わります。 

  今、一番大切なことは、あなたの、あなたの大切な人の、あなたの周りで一緒に生活をしている人たちの「命」

を守ることです。 

◎ 思いやりの心を持ち、基本的な生活習慣（つまり、社会でのルール）を身につけましょう。 

  もし、自分が無症状の感染者だったら・・・。 

◎ 新型コロナウイルスに関する差別的行為は絶対に禁止です。 

【学校生活全般について】 

① 体調不良者、体温が３７．５度以上の場合は登校しない。（学校保健安全法第１９条により出席停止） 

② 登校～下校までマスクを着用する。 

③ １日を通して大声、奇声を出さない。 

④ 当面の間、あいさつは大きな声でしない。ただし、小さい声で必ずする。 

⑤ 他人との関りは最小限に抑える。（できるだけ距離を取る。最低１メートル、できれば２メートル） 

⑥ 教室（授業で用いる特別教室含む）、廊下など、学校中で１日中換気を行う。 

⑦ ドアノブ、手すりなどについては、清掃終了後、各箇所担当教員が見回りをしながら消毒液を含ませた 

ペーパータオルで拭く。 

１、登下校について ※ 体育のある日は体育着登校とします。 

① 健康チェック表の検温をしてから登校する。 

② マスクをして登校する。 

③ できるだけ１人でし、２人以上になる場合は大声で話をしない。 

④ 登校時、必ず先生からアルコールスプレーでの手指の消毒をしてもらってから学校に入る。 

２、教室環境について ※ 机の間は１メートル以上空けてあります。 

① １日中換気を行う。換気扇を１日中稼働させておく。 

② 生徒下校後、教員が校内の消毒を行う。 

３、休み時間について 

① 静かに、落ち着いて過ごす。大声を出さない。 

② 廊下は走らない。廊下、教室に座らない、寝転がらない。 

③ 基本的に自席で過ごす。 

④ 友人同士で触れ合わない。 

⑤ トイレや廊下にたまらない。トイレ後は必ず手洗い・アルコール消毒を行う。 

４、授業について ※ 教員はマスク・フェイスシールドをして授業をします。 

① 距離（最低１メートル、２メートル以上が望ましい）を取って授業を行う。 

② 大声を出さない。 

③ 複数の生徒が触れるもの（パソコン、共用の辞書など）を扱う場合、担当の先生の指示に 

従い、授業開始前、終了後に必ずアルコールスプレーでの手指の消毒を行う。 

④ それぞれの教科で三密（密閉 密集 密接）を避けられるよう最大限配慮する。 

※ 当面の間、対話的活動は基本的に行わない。 

  ⑤ 音楽室・体育教官室にはアルコールスプレーを設置する。その他の特別教室を使う場合で 

アルコールスプレーが必要になったら、職員室に申し出る。使用後は返却する。 

  ⑥ 教室移動を伴う授業や体育授業の後は必ず手洗い・アルコール消毒を行う。 

５、給食について【無言給食の徹底】 ※ しばらくはお弁当給食となります。 

① 配膳から給食時間終了まで、「無言給食」を徹底する。 

② 給食前後の手洗い、手指の消毒を徹底する。 

③ 班のかたちにせず、全員が前を向き、無言で食べる。 


